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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エレベータが設置された建物内の各階のエレベータ乗場に設けられ、利用者が乗場呼び
操作を行うための乗場操作盤と、
　タッチパネルを有し、前記エレベータの乗りかご内に設けられ、利用者がかご呼び操作
を行うためのかご内操作盤と、
　いずれかの階床の乗場操作盤で行われた特殊運転用の乗場呼び操作に応答して前記乗り
かごを該当する階床に着床させた後、前記乗場呼び操作階で戸開操作が行われると前記乗
りかごを戸開させ、前記乗りかごに乗り込んだ利用者により前記かご内操作盤のタッチパ
ネルで特殊運転用の表示切り替え操作が行われると前記タッチパネルの表示を特殊運転用
の画面に切り替え、前記特殊運転用の画面上で利用者により行先階および所望の特殊運転
の内容を指定したかご呼び操作が行われると、前記指定された運転内容で前記行先階に乗
りかごを移動させることで、前記かご呼び操作直後の１走行に対して特殊運転を実行する
エレベータ制御装置と
を備えることを特徴とするエレベータ。
【請求項２】
　前記かご内操作盤でのかご呼び操作で指定される特殊運転の内容として、該当する特殊
運転中の他階における乗場呼び受付を許可するか否かの指定情報を含む
ことを特徴とする請求項１に記載のエレベータ。
【請求項３】
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　前記各階のエレベータ乗場に設置された通知ランプをさらに備え、
　前記エレベータ制御装置は、前記特殊運転の実行中は、前記通知ランプを点灯させる
ことを特徴とする請求項１または２に記載のエレベータ。
【請求項４】
　前記エレベータ制御装置は、前記特殊運転用の乗場呼び操作において直行運転が指定さ
れていれば、登録されている他の呼びをキャンセルして前記乗りかごを前記乗場呼び操作
階に直行運転させる
ことを特徴とする請求項１～３いずれか１項に記載のエレベータ。
【請求項５】
　前記エレベータ制御装置は、前記特殊運転を実行したことにより前記行先階で前記乗り
かごを戸開させた後、利用者により特殊運転を終了させるための操作が行われるかまたは
、所定時間が経過すると、特殊運転を終了させて通常運転に切り替える
ことを特徴とする請求項１～４いずれか１項に記載のエレベータ。
【請求項６】
　前記エレベータ制御装置は、利用頻度の高い特殊運転の運転内容を特殊運転設定情報と
して記憶し、前記特殊運転用の画面で、記憶した特殊運転設定情報に対応する情報を表示
させ、前記特殊運転用の画面で利用者により前記特殊運転設定情報に対応する情報が指定
されると、該当する運転内容で特殊運転を実行する
ことを特徴とする請求項１～５いずれか１項に記載のエレベータ。
【請求項７】
　前記エレベータ制御装置は、利用者の操作に基づいて、前記特殊運転設定情報の内容を
変更可能とする
ことを特徴とする請求項６に記載のエレベータ。
【請求項８】
　前記エレベータ制御装置は、特殊運転の内容ごとの利用頻度をカウントし、カウント値
が所定値以上になると、該当する運転内容を特殊運転設定情報として記憶する
ことを特徴とする請求項６または７に記載のエレベータ。
【請求項９】
　エレベータが設置された建物内のいずれかの階床の乗場操作盤で行われた特殊運転用の
乗場呼び操作に応答して前記エレベータの乗りかごを該当する階床に着床させた後、前記
乗場呼び操作階で戸開操作が行われると前記乗りかごを戸開させ、前記乗りかごに乗り込
んだ利用者により前記乗りかご内のかご内操作盤に設けられたタッチパネルで特殊運転用
の表示切り替え操作が行われると前記タッチパネルの表示を特殊運転用の画面に切り替え
、前記特殊運転用の画面上で利用者により行先階および所望の特殊運転の内容を指定した
かご呼び操作が行われると、前記指定された運転内容で前記行先階に乗りかごを移動させ
ることで、前記かご呼び操作直後の１走行に対して特殊運転を実行する
ことを特徴とするエレベータの制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、エレベータおよびエレベータの制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　通常、エレベータは、予め設定された戸開時間等の運転内容に従って、発生した呼びに
応答するための運転を行っている。このような通常運転以外に、所望の運転内容を指定し
た特殊なエレベータ運転が要求される場合がある。例えば、ストレッチャーで病人を搬送
する際や、高度なセキュリティ対策を必要とする際のエレベータ利用では、他の利用者に
より登録された呼びをキャンセルして行先階に直行運転させたり、乗降時の戸開時間を長
くすることが求められる。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第６０９６５４３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　これらの特殊な運転を利用者が要求するためには、その運転内容ごとに対応した特殊な
操作ボタン等を、乗場または乗りかごに設置する必要がある。しかし、このような特殊な
操作ボタンを設置するには費用や手間がかかるという問題があった。
【０００５】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、簡易な構成で、利用者が多様な特殊運
転を指定することが可能なエレベータおよびエレベータの制御方法の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するための実施形態によればエレベータは、乗場操作盤と、タッチパネ
ルを有するかご内操作盤と、エレベータ制御装置とを備える。エレベータ制御装置は、い
ずれかの階床の乗場操作盤で行われた特殊運転用の乗場呼び操作に応答して乗りかごを該
当する階床に着床させた後、乗場呼び操作階で戸開操作が行われると乗りかごを戸開させ
、乗りかごに乗り込んだ利用者によりかご内操作盤のタッチパネルで表示切り替え操作が
行われるとタッチパネルの表示を特殊運転用の画面に切り替え、特殊運転用の画面上で利
用者により行先階および所望の特殊運転の内容を指定したかご呼び操作が行われると、指
定された運転内容で行先階に乗りかごを移動させることで、かご呼び操作直後の１走行に
対して特殊運転を実行する。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】第１実施形態によるエレベータの構成を示す全体図。
【図２】第１および第２実施形態によるエレベータの動作を示すフローチャート。
【図３】第１実施形態によるエレベータの動作を示すフローチャート。
【図４】第１実施形態によるエレベータのかご内操作盤のタッチパネルに表示された特殊
運転用の画面の一例。
【図５】他の実施形態によるエレベータの動作を示すフローチャート。
【図６】他の実施形態によるエレベータの動作を示すフローチャート。
【図７】第２実施形態によるエレベータの構成を示す全体図。
【図８】第２実施形態によるエレベータの動作を示すフローチャート。
【図９】第２実施形態によるエレベータのかご内操作盤のタッチパネルに表示された特殊
運転用の画面の一例。
【図１０】他の実施形態によるエレベータの動作を示すフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　《第１実施形態》
　〈第１実施形態によるエレベータの構成〉
　本発明の第１実施形態によるエレベータの構成について、図１を参照して説明する。本
実施形態によるエレベータ１Ａは４階建ての建物に設置され、昇降路２上部の機械室３に
設置された巻上げ機４にメインロープ５が掛け渡され、その両端部にそれぞれ乗りかご６
と釣り合い錘７とがつるべ式に吊り下げられている。乗りかご６内には、利用者がかご呼
び操作を行うためのかご内操作盤６１が設置されている。かご内操作盤６１は、情報の入
出力を行うためのタッチパネル６１ａを有している。
【０００９】
　また、当該建物の１階乗場８－１には、乗場操作盤８１－１および通知ランプ８２－１
が設置されている。同様に、２階乗場８－２には、乗場操作盤８１－２および通知ランプ
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８２－２が設置され、３階乗場８－３には、乗場操作盤８１－３および通知ランプ８２－
３が設置され、４階乗場８－４には、乗場操作盤８１－４および通知ランプ８２－４が設
置されている。
【００１０】
　また、機械室３には、巻上げ機４、乗場操作盤８１－１～８１－４、および通知ランプ
８２－１～８２－４に信号線で接続されるとともに、テールコード９を介して乗りかご６
に接続されたエレベータ制御装置１０Ａが設置されている。
【００１１】
　エレベータ制御装置１０Ａは、情報入出力部１１と、運転制御部１２と、特殊運転判定
部１３Ａとを有する。情報入出力部１１は、乗場操作盤８１－１～８１－４、通知ランプ
８２－１～８２－４、およびかご内操作盤６１との情報の入出力を行う。運転制御部１２
は、情報入出力部１１において乗場操作盤８１－１～８１－４およびかご内操作盤６１か
ら入力された情報に基づいて、巻上げ機４の駆動、通知ランプ８２－１～８２－４のＯＮ
／ＯＦＦ切り替え、乗りかご６内の機器の動作を制御する。特殊運転判定部１３Ａは、か
ご内操作盤６１で特殊運転を指定したかご呼び操作が行われたことを検知すると、該当す
る特殊運転の内容を判定し、運転制御部１２に送出する。
【００１２】
　〈第１実施形態によるエレベータの動作〉
　以下に、本実施形態によるエレベータ１Ａの動作について、図２および３のフローチャ
ートを参照して説明する。エレベータ１Ａにおいて、通常運転モード時は（Ｓ１）、いず
れかの階床の乗場操作盤８１－１～８１－４で利用者が上方向または下方向を指定した乗
場呼び操作を行うと、当該操作情報がエレベータ制御装置１０Ａの情報入出力部１１に入
力される。そして、運転制御部１２により、当該乗場呼び操作に応答するための運転制御
、つまり乗場呼び操作階に乗りかご６を着床させ戸開させるための制御が行われる。
【００１３】
　また、通常運転モード時は、かご内操作盤６１のタッチパネル６１ａには、行先階を指
定するための表示情報が表示されている。利用者が乗場呼び操作階で戸開した乗りかご６
に乗り込み、タッチパネル６１ａ上でいずれかの行先階を指定したかご呼び操作を行うと
、当該操作情報がエレベータ制御装置１０Ａの情報入出力部１１に入力される。そして、
運転制御部１２により、当該かご呼び操作に応答するための運転制御、つまりかご呼び操
作で指定された行先階に乗りかご６を着床させ戸開させるための制御が行われる。通常運
転中は、各階の乗場８－１～８－４の通知ランプ８２－１～８２－４は消灯されている。
【００１４】
　ここで、エレベータ１Ａを所望の運転内容で特殊運転させる権限を持つ利用者Ｘが、乗
りかご６に他の利用者を同乗させずに１階から４階まで直行させる特殊運転でエレベータ
１Ａを利用する場合について説明する。利用者Ｘは、乗場操作盤８１－１で特殊運転に対
応した暗唱番号を操作するかまたは、特殊運転に対応したキー操作を行うことで、特殊運
転用の乗場呼び操作情報を入力する。
【００１５】
　乗場操作盤８１－１で入力された特殊運転用の乗場呼び操作情報はエレベータ制御装置
１０Ａに送信され、情報入出力部１１から入力される（Ｓ２の「YES」）。情報入出力部
１１から特殊運転用の乗場呼び操作情報が入力されると、エレベータ制御装置１０Ａ内が
特殊運転モードに切り替えられ、運転制御部１２により各階の通知ランプ８２－１～８２
－４が点灯されるとともに、かご内操作盤６１のタッチパネル６１ａにおける通常運転用
の行先階指定操作が無効の状態に切り替えられる（Ｓ３）。
【００１６】
　また、運転制御部１２において特殊運転用の乗場呼び操作情報が取得されたときに、乗
りかご６が現在、当該乗場呼びの操作階である１階になければ（Ｓ４の「NO」）、１階に
移動される（Ｓ５）。乗りかご６が１階に着床すると、戸閉状態で待機する。そして、利
用者Ｘが乗場操作盤８１－１で再度所定の操作、例えば特殊運転に対応した暗唱番号の入
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力またはキー操作を行うと（Ｓ６の「YES」）、当該操作情報に基づいて運転制御部１２
により乗りかご６が戸開される（Ｓ７）。
【００１７】
　戸開した乗りかご６に利用者Ｘが乗り込み、かご内操作盤６１のタッチパネル６１ａで
特殊運転用の表示切り替え操作、例えばタッチパネル６１ａ上に表示された特殊運転用表
示切り替えボタンの操作を行うと（Ｓ８の「YES」）、タッチパネル６１ａの画面表示が
特殊運転用に切り替えられる（Ｓ９）。
【００１８】
　本実施形態においてタッチパネル６１ａに表示された特殊運転用の画面の一例を、図４
に示す。図４の特殊運転用の画面には、行先階を指定するための行先階指定ボタン６１１
と、特殊運転中の他階における乗場呼び受付の許可／不可を指定するための乗場呼び登録
可否指定ボタン６１２と、戸開時間を指定するための戸開時間指定ボタン６１３と、これ
らのボタンで指定した内容をエレベータ制御装置１０Ａに送信するための設定ボタン６１
４と表示されている。
【００１９】
　表示された特殊運転用の画面において、利用者Ｘが、行先階指定ボタン６１１で「４階
」を指定し、乗場呼び登録可否指定ボタン６１２で特殊運転中の他階における乗場呼び「
不可」を指定し、戸開時間「30秒」を指定したものとする。これらの特殊運転の内容を指
定した状態で設定ボタン６１４が操作されると、指定された内容による特殊運転のかご呼
び操作登録情報が入力される。入力された特殊運転のかご呼び操作登録情報はエレベータ
制御装置１０Ａに送信され、情報入出力部１１を介して特殊運転判定部１３Ａに送出され
る。
【００２０】
　特殊運転判定部１３Ａでは、特殊運転のかご呼び操作登録情報が取得されると（Ｓ１０
の「YES」）、取得された情報に基づいて、指定された特殊運転の内容が判定される。こ
こでは、特殊運転の内容として、「乗場呼びを受け付けずに乗りかご６を１階から４階に
直行運転させ、４階で30秒戸開させる」ことが指定されたと判定される。運転制御部１２
では、特殊運転判定部１３Ａで判定された特殊運転の内容で該当する行き先階に乗りかご
６を移動させることで、かご呼び操作直後の１走行に対して特殊運転が実行される（Ｓ１
１）。
【００２１】
　その後、特殊運転モードを終了させるための操作、例えばタッチパネル６１ａ上に表示
された特殊運転モード終了ボタンの操作が行われると（Ｓ１２の「YES」）、エレベータ
制御装置１０Ａ内が通常運転モードに切り替えられ、運転制御部１２により各階の通知ラ
ンプ８２－１～８２－４が消灯されるとともに、かご内操作盤６１のタッチパネル６１ａ
の表示が通常運転用に切り替えられる（Ｓ１３）。特殊運転モード中にさらに特殊運転の
かご呼び操作が行われたときには（Ｓ１２の「NO」）、同様に指定された内容で直後の１
走行に対して特殊運転が実行される（Ｓ１０、Ｓ１１）。
【００２２】
　また、ステップＳ６において乗場操作盤８１－１で戸開のための操作が行われずに所定
時間が経過したとき（Ｓ６の「NO」、Ｓ１４の「YES」）、および、ステップＳ８におい
て乗り込んだ利用者Ｘによりタッチパネル６１ａで特殊運転用の表示切り替え操作が行わ
れずに所定時間が経過したとき（Ｓ８の「NO」、Ｓ１６の「YES」）には、エレベータ制
御装置１０Ａ内が通常運転モードに切り替えられ、運転制御部１２により各階の通知ラン
プ８２－１～８２－４が消灯されるとともに、かご内操作盤６１のタッチパネル６１ａに
おける通常運転用の行先階指定操作が有効の状態に切り替えられる（Ｓ１５、Ｓ１７）。
【００２３】
　以上の第１実施形態によれば、特殊運転ごとの操作ボタン等を設置することなく、タッ
チパネルを用いた簡易な構成のエレベータで、利用者が多様な特殊運転を指定することが
できる。
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【００２４】
　上述した第１実施形態において、図５のフローチャートに示すように、ステップＳ４に
おいて特殊運転用の乗場呼びが登録され、乗りかご６が現在、乗場呼び操作階になかった
場合（Ｓ４の「NO」）、当該乗場呼び操作において直行運転が指定されていれば（Ｓ２１
の「YES」）、この時点で登録されている他の呼びをキャンセルして乗りかご６を乗場呼
び操作階に直行運転させる（Ｓ２２）。乗場呼び操作における直行運転の指示は、例えば
、利用者が乗場操作盤８１－１で特殊運転に対応した暗唱番号の入力後に直行運転を指示
するための番号を入力したり、特殊運転に対応したキーセンサに予め直行運転で乗場呼び
を実行させることを示す情報を保持させ、乗場操作盤８１－１で読み取らせることで、乗
場操作盤８１－１で認識される。このように運転することで、特殊運転の利用者に対して
さらに利便性の高いサービスを提供することができる。
【００２５】
　また、上述した第１実施形態において、図６のフローチャートに示すように、特殊運転
が実行された後、ステップＳ１２において特殊運転モードを終了させるための操作が行わ
れずに所定時間が経過した場合（Ｓ１２の「NO」、Ｓ３１の「YES」）にも、特殊運転モ
ードを終了させるための操作が行われた場合と同様にステップＳ１３に移行してもよい。
つまり、この場合も、エレベータ制御装置１０Ａ内が通常運転モードに切り替えられ、運
転制御部１２により各階の通知ランプ８２－１～８２－４が消灯されるとともに、かご内
操作盤６１のタッチパネル６１ａの表示が通常運転用に切り替えられる（Ｓ１３）。この
ように制御することで、誤操作等で特殊運転モードに切り替えられたときに、通常運転モ
ードに戻らず、一般の利用者がエレベータを利用できなくなることを回避することができ
る。
【００２６】
　《第２実施形態》
　本実施形態によるエレベータの構成について、図７を参照して説明する。本実施形態に
よるエレベータ１Ｂは、エレベータ制御装置１０Ｂが特殊運転記憶部１４を有する他は、
第１実施形態で説明したエレベータ１Ａの構成と同様であるため、同一機能を有する部分
の詳細な説明は省略する。本実施形態において、エレベータ制御装置１０Ｂの特殊運転記
憶部１４は、利用頻度の高い特殊運転として予め登録された複数の運転内容を、それぞれ
特殊運転設定情報として記憶する。特殊運転判定部１３Ｂは、かご内操作盤６１でいずれ
かの特殊運転設定情報を指定する操作が行われたことを検知すると、該当する特殊運転の
内容を特殊運転記憶部１４に記憶された情報に基づいて判定し、運転制御部１２に送出す
る。
【００２７】
　〈第２実施形態によるエレベータの動作〉
　本実施形態によるエレベータ１Ｂの動作について、図２および８のフローチャートを参
照して説明する。本実施形態において、特殊運転でエレベータ１Ｂを利用する利用者Ｘが
特殊運転用の乗場呼び操作を行い、これに応答してエレベータ１Ｂの乗りかご６が乗場呼
び操作階に着床して戸開するまでの処理については、第１実施形態と同様であるため詳細
な説明は省略する（Ｓ１～Ｓ７）。
【００２８】
　戸開した乗りかご６に利用者Ｘが乗り込み、かご内操作盤６１のタッチパネル６１ａで
特殊運転用の表示切り替え操作を行うと、（Ｓ８の「YES」）、タッチパネル６１ａの画
面表示が特殊運転用に切り替えられる（Ｓ９）。
【００２９】
　ここで、利用頻度の高い特殊運転として予め登録された特殊運転設定情報が未だなけれ
ば、第１実施形態と同様に図４の特殊運転用の画面がタッチパネル６１ａに表示される。
そして、既登録の特殊運転設定情報が指定されることはないため（Ｓ４１の「NO」）、ス
テップＳ４２に移行する。
【００３０】
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　ステップＳ４２において、第１実施形態と同様に利用者により特殊運転用の画面で特殊
運転用のかご呼び操作が行われると（Ｓ４２の「YES」）、当該かご呼び操作の内容を利
用頻度の高い特殊運転として登録するか否かを選択する画面が表示される。表示された画
面上で、利用者により当該かご呼び操作の内容を登録することが指示されると（Ｓ４３の
「YES」）、当該かご呼び操作における運転内容が、特殊運転設定情報として特殊運転記
憶部１４に記憶される（Ｓ４４）。ここでは、運転内容として『行先階「４階」、特殊運
転中の他階における乗場呼び「不可」、および戸開時間「30秒」』が、第１特殊運転設定
情報として記憶されたものとする。以降、ステップＳ１１～Ｓ１３で実行される処理は、
第１実施形態で説明した処理と同様であるため、詳細な説明は省略する。
【００３１】
　第１特殊運転設定情報が記憶された後、さらに他の運転内容による第２特殊運転設定情
報が特殊運転記憶部１４に記憶された状態で、特殊運転の乗場呼び操作を行った利用者に
よりタッチパネル６１ａで特殊運転用の表示切り替え操作が行われると（Ｓ８の「YES」
）、図９に示すような画面が表示される（Ｓ９）。図９の表示画面では、第１実施形態で
説明した図４の特殊運転用の画面の表示に加え、第１特殊運転設定情報を指定するための
設定情報指定ボタン６１５－１、および第２特殊運転設定情報を指定するための設定情報
指定ボタン６１５－２が表示されている。
【００３２】
　ここで、利用者により設定情報指定ボタン６１５－１が指定されると（Ｓ４１の「YES
」）、特殊運転判定部１３Ｂにより特殊運転記憶部１４から第１特殊運転設定情報が読み
出され、該当する運転内容が『行先階「４階」、特殊運転中の他階における乗場呼び「不
可」、および戸開時間「30秒」』であると判定され、当該運転内容の情報が運転制御部１
２に送出される。以降、ステップＳ１１～Ｓ１３で実行される処理は、第１実施形態で説
明した処理と同様であるため、詳細な説明は省略する。
【００３３】
　以上の第２実施形態によれば、第１実施形態と同様の効果を有するとともに、利用頻度
の高い特殊運転に関しては、その運転内容を登録しておき、次回利用する際にタッチパネ
ルにおいてワンタッチ操作で詳細な内容を指定することができるため、利用者の利便性を
さらに向上させることができる。
【００３４】
　上述した第２実施形態において、図１０のフローチャートに示すように、既登録の特殊
運転設定情報が指定されたときに（Ｓ４１の「YES」）、当該特殊運転設定情報の内容を
タッチパネル６１ａに表示させ、その表示画面上で利用者により運転内容の一部を変更可
能としてもよい（Ｓ４５）。ここで、運転内容の変更、例えば第１特殊運転設定情報に関
し戸開時間を「30秒」から「1分」に変更する指示操作が行われると（Ｓ４５の「YES」）
、変更後の情報で第１特殊運転設定情報を更新して登録するか否かを選択する画面が表示
される。表示された画面上で、利用者により第１特殊運転設定情報を更新して登録するこ
とが指示されると（Ｓ４３の「YES」）、変更後の第１特殊運転設定情報が特殊運転記憶
部１４に記憶される（Ｓ４４）。また、ステップＳ４５において、指定した特殊運転設定
情報の内容が変更されなかったとき（Ｓ４５の「NO」）には、既登録の運転内容で特殊運
転が実行される。また、ステップＳ４５において、指定した特殊運転設定情報の内容が変
更されたが該当する情報を更新して登録することが指示されなかったとき（Ｓ４５の「YE
S」、Ｓ４４の「NO」）には、変更後の運転内容に基づいて直後の１走行が実行されるが
、特殊運転記憶部１４内に記憶された特殊運転設定情報の内容は変更されない。
【００３５】
　また、上述した第２実施形態において、エレベータ制御装置１０Ｂにおいて特殊運転内
容ごとの利用頻度をカウントし、カウント値が所定値以上になると、自動で特殊運転設定
情報として記憶して以降の特運転用の画面で対応するボタンを表示させるようにしてもよ
い。
【００３６】
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　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これらの新規な実施形態は、そ
の他の様々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々
の省略、置き換え、変更を行うことができる。これらの実施形態やその変形は、発明の範
囲や要旨に含まれるとともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含ま
れる。
【符号の説明】
【００３７】
　１Ａ，１Ｂ…エレベータ、２…昇降路、３…機械室、４…巻上げ機、５…メインロープ
、６…乗りかご、７…釣り合い錘、８－１～８－４…乗場、９…テールコード、１０Ａ，
１０Ｂ…エレベータ制御装置、１１…情報入出力部、１２…運転制御部、１３Ａ，１３Ｂ
…特殊運転判定部、１４…特殊運転記憶部、６１…かご内操作盤、６１ａ…タッチパネル
、８１－１～８１－４…乗場操作盤、８２－１～８２－４…通知ランプ、６１１…行先階
指定ボタン、６１２…登録可否指定ボタン、６１３…戸開時間指定ボタン、６１４…設定
ボタン、６１５－１，６１５－２…設定情報指定ボタン
【要約】　　　（修正有）
【課題】簡易な構成で、利用者が多様な特殊運転を指定することが可能なエレベータおよ
びエレベータの制御方法を提供する。
【解決手段】エレベータは乗場操作盤８１（８１－１～８１－４）と、タッチパネルを有
するかご内操作盤６１と、エレベータ制御装置１０Ａを備える。エレベータ制御装置１０
Ａは、いずれかの階床の乗場操作盤８１（８１－１～８１－４）で行われた特殊運転用の
乗場呼び操作に応答して乗りかごを該当する階床に着床後、乗場呼び操作階で戸開操作が
行われると乗りかごを戸開させ、乗りかごに乗り込んだ利用者によりかご内操作盤６１の
タッチパネルで表示切り替え操作が行われるとタッチパネルの表示を特殊運転用の画面に
切り替え、特殊運転用の画面上で利用者により行先階および所望の特殊運転の内容を指定
したかご呼び操作が行われると、指定された運転内容で行先階に乗りかごを移動させ、か
ご呼び操作直後の１走行に対して特殊運転を実行。
【選択図】図１
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